
事例1

2019年４月14日，13時07分に，山間部に位地する河川上流域（河川A）の細流において，ニホンイシガ

メの孵化幼体（2018年の夏生まれの０歳）が，植物に覆われた川岸（細流から約15cm）にある石の上で日

光浴を行っているのを発見した（図１）．天候は晴れであった．筆者が孵化幼体を確認したときには，既に

甲羅は乾燥しており，白く目立たない色になっていた（図１A）．５分ほど観察した後，もう少し近くで写真を

撮ろうと近づいたところ，目を覚まし（図１B），川の中に逃げようとしたため捕獲した（性別：不明，背甲長：

39.50mm，腹甲長：32.58 mm，体高：16.34 mm，体重：測定不可）．なお，孵化幼体の発見時における気

温や水温に関する環境要因の測定は行っていない．

図１．石の上で日光浴するニホンイシガメの孵化幼体（事例１）

A）石の上で寝ているように日光浴する個体， B）筆者の気配に気づき目覚めた同一個体

日光浴中のニホンイシガメの孵化幼体
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淡水性カメ類の多くは体温調節や皮膚及び甲羅の殺菌のために，頻繁に陸地で日光浴を行うことが知

られている．日本固有種であるニホンイシガメ（Mauremys japonica）は，水辺脇の陸地，流木や石の上な

どで日光浴を行うことが知られているが（松久保，2005；矢部，2007；小賀野，2017），成長した幼体や成

体での報告例が多く，孵化幼体の日光浴場所に関する報告は，水田脇の陸地で日光浴していた事例を報

告した小賀野（2017）に限られる．本稿では，千葉県房総半島に位置する２河川（保全上の観点から河川

Aと河川Bと表記した）において，日光浴を行っているニホンイシガメ孵化幼体を２個体発見したため，数少

ない事例をここに報告する．

事例2

2017年９月３日，13時19分に，山間部に位地する河川上流域（河川B）の河川内にある石の上で日光浴

を行っているニホンイシガメの孵化幼体を発見した．天候は晴れであった．発見した孵化幼体の身体全体
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が濡れていたため（図２A），石に上がって間もない個体であると考えられた．５分ほど孵化幼体を観察した

ものの全く動くことはなく同じ姿勢のままであった（図２B）．その後，孵化幼体を捕獲し，身体測定を行った

（性別：不明，背甲長：30.90mm，腹甲長：25.06mm，体高：13.62mm，体重：6g）．捕獲した孵化幼体の

腹甲にはヨークサック（卵嚢）の跡が薄く付いていたため，孵化後間もない個体と考えられた．なお，気温

や水温に関する環境要因の測定は行っていない．

図２．石の上で日光浴するニホンイシガメの孵化幼体（事例２）

A）石の上で日光浴する個体， B）起きていた同一個体
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